
平成29年度　福祉のまちづくり研究所企画運営委員会　【事前評価】

1 モーション・パラメーター臨床技術開発 ・介護予防や健康寿命の延伸については、検診結果と医療費の相関関係等のビッグデータ
を活用した研究が進められているので、連携を図ること
・人工知能技術の導入法について、一定の成果を期待する
・有効であることを立証するまで、データの蓄積と被験者のフォローが必要である
・IoT技術をリハビリテーション分野へ応用するために様々なセンサデータの取得方法を確立
すること
・データベース化することも検討し、ロボット・リハビリ分野のデータセンターが役割を担うこと
を期待する

№ 研究課題名 コメント


